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平成27年３月期第２四半期累計期間業績予想との差異及び 
通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成26年５月９日に公表した平成27年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績に差異が生じまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、平成26年５月９日に公表した通期業績予想の修正につきまして、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 
１．業績予想との差異について 
 
平成27年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値との差異(平成26年４月１日～平成26年９月30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 35,430 1,210 1,300 720 19.09

実 績 値 ( B ) 34,864 1,703 1,957 1,233 32.70

増 減 額 ( B - A ) △565 493 657 513 

増 減 率 ( % ) △1.6% 40.8% 50.6% 71.3% 

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成26年３月期第２四半期) 

28,196 607 808 384 10.10

 

平成27年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値との差異(平成26年４月１日～平成26年９月30日) 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 34,300 1,130 630 16.70

実 績 値 ( B ) 34,023 1,817 1,133 30.03

増 減 額 ( B - A ) △276 687 503 

増 減 率 ( % ) △0.8% 60.8% 79.9% 

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成26年３月期第２四半期) 

27,207 699 324 8.50
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２．業績予想の修正について 
 
平成27年３月期通期連結業績予想数値との差異(平成26年４月１日～平成27年３月31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 72,740 2,750 2,880 1,600 42.42

今 回 修 正 予 想 ( B ) 76,160 3,380 3,670 2,150 56.94

増 減 額 ( B - A ) 3,420 630 790 550 

増 減 率 ( % ) 4.7% 22.9% 27.4% 34.4% 

(ご参考)前期実績 
(平成26年３月期) 

62,300 2,129 2,558 1,320 34.83

 

平成27年３月期通期個別業績予想数値との差異(平成26年４月１日～平成27年３月31日) 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 70,600 2,600 1,430 37.91

今 回 修 正 予 想 ( B ) 73,900 3,400 2,000 52.96

増 減 額 ( B - A ) 3,300 800 570 

増 減 率 ( % ) 4.7% 30.8% 39.9% 

(ご参考)前期実績 
(平成26年３月期) 

60,080 2,207 1,158 30.54

 

【業績予想との差異及び修正の理由】 

第２四半期累計期間の業績（連結・個別共）は、売上高につきましては、完成を予定していた原子

力発電設備の点検及び修理工事が下期へ繰り越したことなどから、前回予想より減少となりました。

一方、利益面につきましては、補修工事の増加や円安による為替の影響などにより、前回予想を上回

りました。 

平成27年３月期の通期業績予想値（連結・個別共）は、売上高につきましては、原子力発電設備関

連工事の増加などにより、前回予想を上回る見込みです。また、利益面につきましては、第２四半期

（累計）の業績動向や今後の見直しを踏まえ、前回予想を上回る見込みです。 

 

(注) 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

今後様々な要因により実際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

                                         以  上 


